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写真 : 加悦双峰公園から眺める加悦谷平野

賛成６：反対９で否決 

《題字》京都府立宮津天橋高等学校　加悦谷学舎　書道部　林　杏奈　さん
あんな

与謝野町議会改革特別委員会の
　　　　　設置に関する決議（案）
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議　

会　

運　

営

議　

会　

運　

営

議会運営委員会 とは

議会の運営を円滑
に行うため、議会の
運営方法を協議した
り、議会の会議規則、
委員会の条例等、ま
た議長から諮問さ
れた事項等について、
調査や審査を行い
ます。

委員長　永島洋視　　副委員長　山﨑政史

総総  

務務  

文文  

教教  

厚厚  

生生

総務文教厚生
   常任委員会 とは

総務課、企画財政課、
住民税務課、会計課、
福祉課、保健課、子
育て応援課、CATVセ
ンター及び教育委員
会の所管並びにそ
れらに関連する事項
の調査をする委員会
です。 委員長　今井浩介　　副委員長　椋平直康

産産  

業業  

建建  

設設  

環環  

境境

産業建設環境
   常任委員会

防災危機管理対策課、
農 林 環 境 課、産 業
観光課、建設課及び 
上下水道課の所管並
びにそれらに関連す
る事項の調査をする
委員会です。

委員長　野村生八　　副委員長　安達種雄

とは

広　
　
　
　

広　
　
　
　

          

報報

　広　　報
   常任委員会

議 会広報・広聴に
関連する事項を所管
します。主に年 4 回
の議会だよりの編集 
および発行をする委
員会です。

委員長　山﨑政史　　副委員長　園田研斗

とは

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

委
員
会

委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会

新しい新しい議会がスタートスタート

議長に宮﨑有平氏を選任
副議長に和田裕之氏が就任　

議　長

宮﨑有平

　

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
町
議
会

の
活
動
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
さ
て
、
与
謝
野
町
は
、
４
月
５
日
に
町

長
と
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
新
し
く
佐
賀
町
長
が
誕

生
し
、
議
会
議
員
も
半
数
が
変
わ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

    

ま
た
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
を
賜
り 

第
十
一
代
議
長

と
い
う
栄
誉
あ
る
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
身
に
余
る
光

栄
で
あ
り
ま
す
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
与
謝
野
町
が
、
住
み
よ

い
町
と
し
て
発
展
し
て
い
く
た
め
に
は
、
町
民
の
皆
様
、

行
政
、
そ
し
て
、
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
、
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
不
可
欠

で
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
皆
様
の
信
頼
と
期
待
に
応
え
ら
れ

る
よ
う
公
正
・
公
平
で
民
主
的
な
議
会
運
営
に
努
め
る
と

と
も
に
「
開
か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
、
情
報
発
信
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

副議長

和田裕之
監査委員

江原英樹

議
長
あ
い
さ
つ

議会構成HP



45 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。

選挙で選ばれた１６１６人の
議員議員のの顔顔とと名前名前を覚えて下さい！を覚えて下さい！

え
ば
ら　
　

 

ひ
で
き

①趣味　②好きな食べ物　③座右の銘

※議席番号順の掲載です

あ
だ
ち　
　

 

た
ね
お

の
む
ら　
　
　

し
ょ
う
は
ち

い
し
の　
　

  

よ
う
こ

【
住
所
】三
河
内

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】無
会
派

【
当
選
回
数
】２

【
住
所
】岩
屋

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】無
会
派

【
当
選
回
数
】４

【
住
所
】三
河
内

【
所
属
党
派
】日
本
共
産
党

【
所
属
会
派
】日
本
共
産
党

　
　
　
　

与
謝
野
町
議
員
団

【
当
選
回
数
】４

【
住
所
】幾
地

【
所
属
党
派
】日
本
共
産
党

【
所
属
会
派
】日
本
共
産
党

　
　
　
　

与
謝
野
町
議
員
団

【
当
選
回
数
】１

む
く
ひ
ら    

な
お
や
す

な
か
え　

    

ま
さ
な
お

【
住
所
】弓
木

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】無
会
派

【
当
選
回
数
】１

【
住
所
】三
河
内

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】無
会
派

【
当
選
回
数
】１

い
ま
い　

    

こ
う
す
け

い
と
い　

   

ま
さ
と

【
住
所
】岩
滝

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】よ
さ
の

　
　
　
　
　
　

み
ら
い
21

【
当
選
回
数
】１

【
住
所
】三
河
内

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】よ
さ
の

　
　
　
　
　
　

み
ら
い
21

【
当
選
回
数
】３

や
ま
ざ
き　

 

ま
さ
ふ
み

な
が
し
ま    

ひ
ろ
み

【
住
所
】岩
屋

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】よ
さ
の

　
　
　
　
　
　

み
ら
い
21

【
当
選
回
数
】３

【
住
所
】金
屋

【
所
属
党
派
】日
本
共
産
党

【
所
属
会
派
】日
本
共
産
党

　
　
　
　

与
謝
野
町
議
員
団

【
当
選
回
数
】３

①
ま
ち
づ
く
り	

	
	

	

②
健
康
食

③
歴
史
が
導
く
未
来

①
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
・
シ
ョ
ー
ト
テ
ニ
ス

②
果
物

③
和（
な
ご
み
）

①
音
楽

②
麻
婆
豆
腐

③
一
歩
前
に
進
め

①
音
楽
・
ダ
ン
ス
・
映
画
鑑
賞

②
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
・
レ
モ
ン
・
ニ
ン
ニ
ク
抜
き
餃
子

③
明
け
な
い
夜
は
な
い

①
ギ
タ
ー
・
バ
イ
ク
・
ゲ
ー
ム

②
子
ど
も
が
好
き
な
も
の

③
人
と
し
て
真
っ
当
に
生
き
る

①
子
ど
も
と
一
緒
に
野
球
を
す
る
こ
と

②
ト
ン
カ
ツ

③
小
さ
な
こ
と
を
積
み
重
ね
る
こ
と
が
、

①
キ
ャ
ン
プ
・
料
理
・
旅

②
ラ
ー
メ
ン
・
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム

③
敵
は
我
に
あ
り

　
　
　

と
ん
で
も
な
い
と
こ
ろ
へ
行
く
た
だ
一
つ
の
道

①
庭
の
手
入
れ
・
矢
沢
永
吉

②
普
通
の
カ
レ
ー
・
焼
き
鳥

③
ま
ず
は
や
っ
て
み
る

①
め
だ
か
飼
育

②
焼
肉

③
衆
力（
し
ゅ
り
き
）功
を
な
す

①
絵
画
鑑
賞

②
オ
ム
ラ
イ
ス

③
搾
取
も
抑
圧
も
な
い
真
に
平
等
で
自
由
な
社
会

令和８年４月５日令和８年４月５日

議員名簿HP



67 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。

や
の　
　
　
　

 

か
ず
き

そ
の
だ　

   

け
ん
と

【
住
所
】滝

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】与
謝
野

　
　
　
　
　
　

新
政
会

【
当
選
回
数
】１

【
住
所
】後
野

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】与
謝
野

　
　
　
　
　
　

新
政
会

【
当
選
回
数
】１

い
え
き　
　
　
　

い
さ
お

お
く
の　
　

 

み
つ
と
し

【
住
所
】弓
木

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】奥
和
会

　
　
　
　
　
（
お
う
わ
か
い
）　　

【
当
選
回
数
】１

【
住
所
】三
河
内

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】よ
さ
の

　
　
　
　
　
　

み
ら
い
21

【
当
選
回
数
】６

わ
だ　
　
　

 

ひ
ろ
ゆ
き

み
や
ざ
き    

ゆ
う
へ
い

【
住
所
】石
川

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】奥
和
会

　
　
　
　
　
（
お
う
わ
か
い
）　　

【
当
選
回
数
】５

①
家
庭
菜
園
・
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
・
旅
行

②
焼
肉
・
カ
オ
マ
ン
ガ
イ

③
試
行
錯
誤

①
読
書
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ

②
餃
子
・
パ
ク
チ
ー
・
チ
ョ
コ
ア
イ
ス

③
日
々
精
進
・
一
期
一
会

①
ぶ
ら
ぶ
ら
す
る
こ
と

②
何
で
も

③
感
謝

①
家
庭
菜
園
・
釣
り

②
妻
の
手
料
理

③
継
続
は
力
な
り

①
楽
器
演
奏（
ギ
タ
ー
・
ド
ラ
ム
）、料
理
、格
闘
技

②
ラ
ー
メ
ン
、カ
レ
ー
ラ
イ
ス

③
一
期
一
会
、努
力
は
必
ず
報
わ
れ
る

①
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
、ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

②
焼
肉

③
和
を
似
て
貴
し
と
為
し
、忤
ふ
る
こ
と
無
き
を

宗
と
せ
よ

【
住
所
】岩
滝

【
所
属
党
派
】無
所
属

【
所
属
会
派
】無
会
派

【
当
選
回
数
】５

問　

７
年
度
、
基
金
繰
入

の
決
算
見
込
み
は
。

企
財
課
長　

財
政
調
整
基
金

は
５
千
万
円
、
そ
の
他
特
定

目
的
基
金
は
２
億
５
千
万
円

か
ら
３
億
円
程
度
の
繰
入
を

見
込
ん
で
い
る
。

問　

返
済
額
が
13
億
円
台

に
減
っ
て
き
た
の
に
、
基
金

を
取
り
崩
す
厳
し
い
財
政
状

況
だ
。
今
ま
で
の
財
政
運
営

を
見
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

町
長　

指
摘
の
状
況
で
間
違

い
な
い
。
今
後
の
予
算
や
事

務
事
業
を
見
直
し
、
住
民
生

活
の
必
要
性
か
ら
、
不
要
不

急
の
事
業
を
減
ら
す
こ
と

で
、
耐
え
し
の
い
で
い
く
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
と
野

田
川
地
域
の
こ
ど
も
園
と
い

う
２
つ
の
大
型
事
業
を
進
め

る
た
め
に
、
財
政
運
営
を
変

更
し
て
き
た
。
財
政
計
画
に

基
づ
い
て
で
き
る
事
業
を
行

う
財
政
運
営
に
し
な
け
れ

ば
、
同
じ
こ
と
が
起
こ
る
。

今
ま
で
の
財
政
運
営
の
姿
勢

を
改
め
る
べ
き
で
は
。

町
長　

指
摘
は
も
っ
と
も
だ

と
思
っ
て
い
る
。
今
の
財
政

の
状
況
を
明
確
に
し
、
し
っ

か
り
と
し
た
財
政
計
画
を
立

て
、
慎
重
に
運
営
す
る
。

問　

今
回
の
給
食
セ
ン
タ

ー
の
工
期
延
長
は
、
た
だ
単

に
金
銭
面
の
問
題
だ
け
で
な

く
人
の
配
置
、
配
送
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
、
何
よ
り
も
子
ど
も

た
ち
へ
最
新
の
設
備
を
備
え

た
給
食
を
提
供
す
る
と
い
っ

た
、
食
育
そ
の
も
の
に
も
影

響
が
あ
る
と
思
う
が
。

学
教
課
長　

ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
や
最
新
の
衛
生
管
理
な

ど
、
安
心
安
全
な
食
事
を
提

供
す
る
こ
と
が
遅
れ
る
こ
と

に
な
り
問
題
と
感
じ
る
。
早

期
に
完
成
を
進
め
て
い
く
。

問　

過
去
に
こ
の
よ
う
な

大
型
公
共
事
業
が
遅
れ
る
こ

中
江
正
直

給
食
セ
ン
タ
ー
工
期
延
長
は

と
は
あ
っ
た
の
か
。

建
設
課
長　

過
去
の
大
型
事

業
に
お
い
て
、
工
期
が
こ
の

よ
う
な
こ
と
で
遅
れ
た
事
実

は
な
い
。

問　

今
回
の
工
期
遅
れ
で

今
後
の
大
型
事
業
に
お
い
て

は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
・

費
用
管
理
・
情
報
公
開
管
理

な
ど
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん

で
い
く
必
要
が
あ
る
と
感
じ

る
が
。

町
長　

今
後
に
お
い
て
は
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
を
し
っ

か
り
し
て
進
め
、
そ
の
つ
ど

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
く
仕
組
み

を
組
み
立
て
て
い
く
。

野
村
生
八

厳
し
い
財
政
状
況
の
打
開
を

新設する給食センター完成予想図（教育委員会提供）

５
月
臨
時
会

５
月
臨
時
会

　

５
月
12
日
に
与
謝
野
町
議
会
改
選
後
、
初
の
議
会
と
な
る
臨
時
議
会
が
行
わ
れ
た
。
１
日
目
は
議
長

選
挙
を
は
じ
め
と
す
る
各
役
職
が
決
め
ら
れ
た
。
２
日
目
と
な
る
13
日
は
13
件
の
議
案
が
提
案
さ
れ
た
。

主
な
内
容
は
、
条
例
の
一
部
改
正
と
補
正
予
算
の
専
決
処
分
等
で
あ
る
。
数
名
の
議
員
の
質
疑
の
の
ち
、

全
議
案
が
承
認
・
同
意
さ
れ
た
。

令
和
令
和
77
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
1414
号
）
号
）

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

令
和
８
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
号
）



89 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。

多くの議員が、議員の定数や
給 与 を 含 め た 議 会 の 活 性 化、
改革には賛同を表明した。

問　議会運営委員会で、すでに 12 月議会にむけて
特別委員会を設置するかどうか結論を出そうと全員
で確認していた。なぜ独自に提出したのか。議運を
軽視するものだ。
答弁　軽視はしていないし、ルールにもとづき提案
している。
問　そうなら、12 月議会からスタートとすべきだ。
あるいは、まず議運に提案すべきだ。
答弁　議運後に会派で議論し、12 月を待たずにス
タートすべきとなり、権利を行使し提案した。

問　新人議員は知らないことが多くある。なぜ今ス
タートなのか。
答弁　新人もベテランも、必要性も含めて委員会で
協議することが必要と会派でなった。2年以内には
結論や方向性を出したいので、早すぎることはない。

問　新人が多い中、まず議員間で協議をすべ
きだ。みんなで議論して内容がわかる中で特
別委員会を立ち上げるべきだ。
答弁　過去にみんなでの協議が進まなかった
中で、特別委員会 7 人でまずたたき台をつ
くり、その後みんなで協議するべきと会派で
なった。

問　議員定数・給与と議会活性化は分けて協
議すべきではないか。
答弁答弁　委員会の中で、分けて協議すればいい
のでは。

問　この課題は議会全体で取り組むべきで、議運で
出すべきだ。
答弁　議運で提案すべきかどうかわからないが、会
派で提案すべきとなった。

問　提案者と賛同者は、会派の人だけだ。他
の人に相談はしなかったのか。
答弁　他の議員には相談していない。会派で
積極的に進めると相談をした。議運のほうが
早く出たが、しっかりとした方向性が出てい
なかった。

各議員が行った主な質疑

答弁は家城議員

決議案の内容（要旨）
議会改革と活性化について、調査・検討を行うために、議会改革特別委
員会の設置を求めるもの。
委員定数は 7 人。（各会派から 5 人、無会派から 2 人）
設置期間は調査・検討が終了し、議会提案するまで。

取り組む内容は
１，議会活動と議員活動について
①閉会中の委員会の在り方について検証や研究をする
②議会に町民が参画できる取組の協議検討をする
ア　議会懇談会をさらに充実するための調査研究
イ　議会モニター導入に向けての調査検討
ウ　「子ども議会」など議会活性化や町民参画の研究

２，議員定数と議員報酬について
①議員定数の見直し
②議員報酬と政務活動費
　 平 均 1.2 倍 の 物 価 上 昇、 約 10 ％ 上 昇 し て い る 給 与 な ど を ふ ま え た 議
員給与の見直しと、現在支給されていない政務活動費の研究や協議

　会派「よさのみらい 21」を代表して、家城功議員から議会改革特別委員会の設置を求める議案
が提出されました。
　質疑で多くの議員から、議会の活性化をめざす議論や改革は必要との見解が表明されました。
　しかしすでに議会運営委員会で、このことは協議がされていました。協議の中では、半数が新し
い議員でまだ議会の全体が理解できていないので、12 月議会に向けて協議することが確認されて
いました。今回の議員提案は、この議運の協議を無視するものではないか。また、議会改革・活性
化は、議員全員で議員間協議を行うべき、議会全体の意思で議会運営をすすめる役割を持つ議運が
提出することが本来ではないか、なぜ他の会派や議員に相談がなかったのか、などの疑問が多く出
されました。採決の結果、反対が多数で否決となりました。
　多くの議員からの活発な質疑や討論がされました。その内容の一部を、特集としてお伝えします。

　令和８年６月定例会は、６月２日に開会し、24日までの23日間の会期をもって閉会した。
　主な議案は、３月の骨格予算に対する肉付け的予算である一般会計補正予算第２号、各特別会
計等補正予算４件や野田川地域の認定こども園の建設や大江山運動公園のトイレ改修工事費など
の一般会計補正予算第３号、任期満了による代表監査委員の選任などの人事案件５件、条例の一
部改正等６件、委員会発議や議員発議など、合計21議案が提案され、議員発議を除く18議案が
原案どおり可決・同意された。
　一般質問には15名の議員が登壇し、３日間にわたり町長の政治姿勢や町政運営の考えについて
疑義をただした。

令和８年度６月定例会

与謝野町議会改革特別委員会の与謝野町議会改革特別委員会の
　　　　設置に関する決議（案）　　　　設置に関する決議（案）特集

問　

議
会
改
革
や
活
性
化

は
必
須
だ
が
、
議
会
運
営
委

員
会
の
議
論
を
軽
視
し
た
進

め
方
に
疑
問
を
感
じ
る
。

家
城
議
員　

軽
視
し
た
と
は

考
え
て
い
な
い
。
会
派
で
決

進
め
方
に
疑
問
を
感
じ
る

園
田
研
斗

定
し
た
結
果
。

問　

議
案
が
可
決
さ
れ
た

場
合
、案
の
ま
ま
進
む
の
か
。

家
城
議
員　

基
本
的
に
は
案

に
沿
っ
て
進
め
た
い
。

問　

議
員
が
半
数
変
わ
っ

十
分
な
議
員
間
討
議
を安

達
種
雄

問
こ
こ
一
、二
年
議
員
間
の

討
議
が
非
常
に
少
な
い
が
、

議
員
間
の
討
議
の
場
を
生
み

出
す
よ
う
す
べ
き
と
思
う
。

会
派
で
協
議
さ
れ
て
い
る

か
。

家
城
議
員　

こ
れ
ま
で
も
議

員
間
討
議
は
さ
れ
て
き
た
。

特
別
委
員
会
で
議
論
し
、
必

要
な
ら
議
員
全
員
に
諮
る
。

問　

昨
年
６
月
に
町
民
の

団
体
か
ら
「
議
員
定
数
の
協

議
に
つ
い
て
」
の
申
し
入
れ

が
議
会
に
あ
り
、
実
質
協
議

が
11
月
ま
で
延
ば
さ
れ
た

り
、
今
期
か
ら
議
員
に
配
備

さ
れ
た
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
つ
い

て
も
、
十
分
に
議
員
間
討
議

も
な
く
、
行
政
に
予
算
要
求

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
充
分
な
議

員
間
討
議
が
な
さ
れ
て
い
な

い
。

家
城
議
員　

タ
ブ
レ
ッ
ト
は

も
っ
と
議
論
が
必
要
だ
っ
た

か
も
知
れ
な
い
。
議
員
定
数

は
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
適

正
な
議
員
数
を
示
す
べ
き
だ

と
考
え
て
お
り
、
委
員
会
で

方
向
性
を
協
議
し
、
全
議
員

に
諮
る
。

問　

今
回
の
特
別
委
員
会

で
認
め
ら
れ
た
ら
、
全
議
員

の
議
員
間
討
議
に
諮
る
な

ど
、
民
主
的
な
委
員
会
運
営

を
要
望
す
る
。　
　

　
　
　
　
　
　
（
議
員
要
望
）

た
。
会
派
別
の
構
成
で
は
な

く
、
女
性
・
子
育
て
枠
な
ど

優
先
的
に
入
れ
る
べ
き
で

は
。

家
城
議
員　

会
派
と
し
て

は
、
そ
こ
ま
で
議
論
し
て
い

な
い
。

賛成６：反対９で否決
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椋平　直康

議員定数の議論は待ったなし！
　議会運営委員会で議員定数等適正化につい
ては年内を目途に議論開始するか検討するこ
とになっているが、先の選挙は町民の皆様か
ら与謝野町議会の活性化及び充実、情報公開
を期待された結果である。だからこそ、議員
定数等の議論は今すぐ始めるべきだと強く思
い、賛成討論とする。

永島　洋視
（日本共産党与謝野町議員団）

議運軽視・合意形成に努めず
　新人議員が多く、判断できるようになる期
間を設け、年内に議会改革特別委員会を設置
するかどうかを検討するという、議会運営委
員会の確認があるにも関わらず、一会派のみ
で提案した。これは議運軽視、議員間での合
意形成に努めるという姿勢がない。提案者は
議会改革するかどうかだと言ったが、議運で
の議論を尊重するかどうか、時期が適切かど
うかである。

反対討論

𫝆井　浩介
（よさのみらい２１）

議会改革は必要不可欠
　改選により新たな体制となった議会として
も、このタイミングで皆が今一度議会の活動
を認識するとともに、自らを律し、町民に信
頼される議会として、議会改革は必要不可欠
であると考える。

賛成討論 反対討論

矢野　一樹
（与謝野新政会）

まずは議員間討議の実施を
　会派としては、議会改革の取り組みは必要
であると認識している。
　一方、先の選挙で８人の議員が入れ替わり、
特に新しい議員はこれまでの経緯について知
らないこともある。５月の議会運営委員会の
場でも述べたが、まず最初に各議員の考えを
全議員で共有して話し合うことのできる議員
間討議の場で議会改革の話を伺いたい。　　
　他にも質問で多くの疑問点が挙げられてい
る。そのような中で議会改革特別委員会を本
日中に立ち上げなければ、改革が間に合わな
くなるとは考えない。

奥野　光敏
（奥和会）

必要だが時期尚早
　家城議員から提出された議会改革特別委員
会（以下、委員会）の設置については、議会
運営委員会で今年の 12 月をめどに議論して決
めていくことが示されている。議員 12 名のう
ち、私も含めて７名が新人議員で、まずは議
会改革の必要性や効果について知見を広げる
べき。また、委員会の設置は議運で発議すべ
きで、時期尚早と考え、反対する。

反対討論

討論

※議運＝議会運営委員会　和田裕之　議員 宮﨑有平　議員

　令和8年6月19日、午後2時より
京都府立府民ホールにて、京都府
開庁記念日・記念式典が開催され
ました。西脇知事の式辞の後、
表彰状贈呈が執り行われました。
　特別感謝状、篤志者表彰など個
人・団体など多くの方が受賞され
ました。
　市長村・地域自治功労者表彰で
は、議会議員5名が受賞し、与謝野
町議会からは宮﨑議員、和田議員
が受賞しました。

表彰表彰

議員が直接取材した声をご紹介します。

賛成討論

温江　70 代（移住者／男性）
◆合併から長く経つが、いまだに町が一つにな
れていない。新人議員さんを中心に一体感を
もった行政運営を期待する。（祭りの協力から
進めればいいかと）

三河内　70 代（男性）
◆若者が定着する町になるよう議論を。

石田　70 代（女性）
◆議会中継を時々観ているが、英語をカタカナ
に変換して理解できないことがあるので、日本
語に翻訳して発言してほしい。女性が議員に立
候補できる環境づくりをお願いしたい。

後野　30 代（女性）
◆人口減少もあり議員定数は２～３名ほど削減
すべき。削減した予算で元気な活気あふれるま
ちづくりをしてほしい。与謝野町の PR を積極
的にしてほしい。

岩屋　50 代（男性）
◆議員定数を含めた議会改革を進めていただき
たい。

弓木　30 代（女性）
◆老人向け政策だけでなく若い世代の声を反映
させてほしい。予算の使い方も、若い人にも分
かりやすくしてほしい。今、政治に興味を持つ
若者が増えたのは、暮らしにくい国になったこ
とが原因だと思う。だからこそ透明化、説得力
が必要。要は、みんなが安心して暮らせる町に
してほしい。

三河内　60 代（男性）
◆「議会改革」の本来の目的は、議会の機能を
高め、住民のためにより良い議会をつくること。
定数削減は改革の「手段」の一つであり「目
的」ではない。議員数が減ると住民の多様な民
意が反映されにくくなり、地域や世代、職業の
代表性も低下する。

　４月の選挙では、半数の議員が代わり議会体制も新たになりました。そこで、町民の皆さまから「新しい
議会に期待すること」と題して意見募集させていただきます。いただいたご意見は、広報広聴活動として 
議会だよりなどを通じて情報発信させていただきます。多くのご意見をお待ちしております。

新しい議会に期待すること

●応募方法：オンライン（二次元コードのアンケートフォームから）、
　　　　　　メール（gikai@town.yosano.lg.jp まで）、紙媒体（議会事務局まで）
●必要事項：年代、性別、居住地区、ご意見（100 文字以内）、（掲載可能な方は、氏名も）

意見募集！
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問　

駅
外
周
整
備
に
約

４
千
万
円
の
計
上
で
あ
る

が
、
駅
舎
の
改
修
も
含
め
る

と
総
額
で
約
１
億
円
以
上
と

聞
い
て
い
る
。
与
謝
野
駅
を

今
後
ど
う
い
っ
た
活
用
を
し

よ
う
と
行
政
は
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長　

観
光
の
一
つ
の
拠
点

と
し
て
、
ま
た
通
学
す
る
方

が
活
用
で
き
る
場
所
と
し

て
。

問　

計
画
が
甘
す
ぎ
る
。

運
営
や
管
理
、
将
来
的
な
ビ

ジ
ョ
ン
が
全
く
理
解
で
き
な

い
。

家
城　

功

与
謝
野
駅
の
ビ
ジ
ョ
ン
を

問　

環
境
に
や
さ
し
い
農

業
最
適
化
調
査
事
業
で
、
衛

星
デ
ー
タ
を
活
用
し
た
土
壌

炭
素
量
マ
ッ
プ
を
作
成
す
る

と
あ
る
。
既
に
同
様
の
情
報

が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公

開
さ
れ
て
い
る
が
、違
い
は
。

矢
野
一
樹

農
環
課
長　

こ
の
事
業
で

は
、
町
内
40
カ
所
の
圃
場
か

ら
の
土
壌
サ
ン
プ
ル
と
、
衛

星
デ
ー
タ
の
解
析
結
果
と
の

突
合
を
行
う
た
め
、
よ
り
詳

細
な
情
報
が
得
ら
れ
る
。

問　

地
域
振
興
基
金
は
、

基
金
の
目
的
と
は
違
う
運
営

に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。

企
財
課
長　

財
政
調
整
基
金

と
地
域
振
興
基
金
を
当
て
な

い
と
予
算
が
組
め
な
い
状

況
。

野
村
生
八

地
域
振
興
基
金
の
使
い
方

問　
地
域
振
興
基
金
を
、
財

政
調
整
で
は
な
く
、
ふ
さ
わ

し
い
使
い
方
に
す
べ
き
だ
。

企
財
課
長　

使
い
方
を
内
部

で
し
っ
か
り
考
え
て
い
く
。

町
長　

用
途
に
合
わ
せ
て
使

う
よ
う
に
し
て
い
く
。

問　

西
陣
な
ど
か
ら
の
織

物
工
場
の
進
出
や
創
業
ニ
ー

ズ
に
対
し
、
空
き
家
バ
ン
ク

に
工
場
や
工
房
な
ど
事
業
向

け
物
件
情
報
を
掲
載
し
て

は
。

産
観
課
長　

空
き
工
場
な
ど

を
活
用
し
た
企
業
誘
致
は
重

要
で
、
町
の
織
物
技
能
訓
練

セ
ン
タ
ー
も
魅
力
と
な
っ
て

お
り
、
条
例
な
ど
も
活
用
し

て
多
様
な
進
出
に
対
応
し
拠

糸
井
雅
人

点
の
強
化
を
進
め
る
。

問　

織
物
実
態
調
査
の
実

施
年
で
あ
る
が
、
稼
働
す
る

織
物
事
業
所
数
が
激
減
す
る

中
で
、
今
後
の
織
物
振
興
に

対
す
る
町
長
の
見
解
は
。

町
長　

生
産
量
は
ピ
ー
ク
時

の
約
１
％
に
減
少
し
た
が
、

３
百
年
培
っ
た
伝
統
技
術
は

町
の
財
産
。織
物
に
限
ら
ず
、

モ
ノ
づ
く
り
の
町
と
し
て
積

極
的
な
支
援
を
継
続
す
る
。

創
業
の
誘
致
策
と
織
物
振
興
は

デ
ー
タ
の
有
効
活
用
を

𫝆井　浩介
（よさのみらい２１）

計画をしっかりと示すこと
　与謝野駅整備事業については、計画性が全
く見られないのは一目瞭然。今までの意見が
全く反映されていない。町長が９月議会まで
にはしっかりとビジョンを示していくと約束
をいただいたので、町民のための事業が遂行
されることを祈念して賛成討論とする。

賛成討論

町
長　

し
っ
か
り
と
し
た
も

の
を
町
民
や
議
会
に
示
す
。

問　

駅
舎
の
実
施
設
計
に

約
６
百
万
円
の
計
上
で
あ
る

が
駅
舎
改
修
の
費
用
は
。

企
財
課
長　

約
８
千
万
円
の

予
定
を
し
て
い
る
。

問　

駅
の
管
理
計
画
が
ず

さ
ん
で
あ
る
。
今
後
管
理
は

誰
が
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

町
長　
「
み
え
る
」
形
を
９

月
議
会
ま
で
に
必
ず
示
す
。

若い後継ぎも頑張る織物工場

問　

今
回
、
与
謝
野
庁
舎

管
理
運
営
事
業
で
は
、
本
庁

舎
の
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
（
高
圧

受
電
設
備
）
内
の
、
変
圧
器

の
撤
去
・
更
新
に
お
い
て
、

２
千
７
百
万
円
も
の
高
額
な

予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
、
変
圧
器
内
部
に
は

低
濃
度
の
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
混
入
し

て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

低
濃
度
の
処
分
期
限
は
来
年

の
令
和
９
年
３
月
末
で
あ

る
。
な
ぜ
、
こ
ん
な
遅
く
な

っ
て
か
ら
の
発
覚
と
な
っ
た

和
田
裕
之

庁
舎
管
理
の
徹
底
を
す
べ
き

問　

商
工
会
助
成
事
業

１
千
万
円
の
追
加
は
、
中
東

危
機
に
も
対
応
す
る
事
業

と
、
町
長
説
明
が
あ
り
、
新

聞
で
も
報
道
さ
れ
た
。
担
当

課
資
料
で
は
、
危
機
対
応
で

な
い
。

産
観
課
長　

経
営
安
定
を
目

的
に
し
た
事
業
と
し
た
。

問　

中
東
危
機
の
業
者
救

済
こ
そ
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
。
提
案
は
販
路
開
拓
と
設

備
投
資
支
援
で
、
体
力
の
あ

る
業
者
支
援
。
困
っ
た
人
に

手
を
差
し
の
べ
る
の
が
町

政
。
事
業
見
直
し
を
。

町
長　

物
価
高
騰
に
加
え
、

中
東
情
勢
が
拍
車
を
か
け
て

い
る
。
事
業
の
運
用
で
対
応

で
き
る
よ
う
に
す
る
。

産
観
課
長　

町
長
答
弁
の
と

お
り
再
度
検
討
す
る
。

政
策
化
が
、
で
き
て
い
な
い

問　

地
域
経
済
分
析
事
業

と
し
て
、
消
費
動
向
調
査
の

予
算
が
計
上
。
令
和
３
年
度

永
島
洋
視

中
東
情
勢
対
応
の
事
業
に

に
も
調
査
を
実
施
。
前
回
と

の
相
違
点
は
。

産
観
課
長　

情
勢
変
化
で
の

再
調
査
と
消
費
者
調
査
を
し

た
い
。

問　

調
査
は
、
他
の
委
託

事
業
と
比
べ
、
素
晴
ら
し
い

内
容
で
あ
っ
た
が
、
調
査
結

果
に
基
づ
く
政
策
化
が
で
き

て
お
ら
ず
、
循
環
経
済
が
進

ん
で
い
な
い
。

町
長　

今
回
は
必
ず
政
策
化

す
る
。

の
か
。

総
務
課
長　

法
定
点
検
や
保

守
点
検
に
基
づ
き
劣
化
や
絶

縁
性
を
考
慮
し
更
新
す
る

が
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
に
つ
い
て
は
不

明
。

問　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄
物
の
適

正
処
理
や
機
器
類
等
の
一
斉

点
検
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
再
三
議
会
で
も
点
検
の
徹

底
を
指
摘
し
て
き
た
。
特
に

施
設
等
の
蛍
光
灯
の
「
安
定

器
」
に
よ
る
爆
発
や
油
漏
れ

で
子
ど
も
が
被
害
に
あ
う
な

ど
、
全
国
的
に
小
・
中
学
校

で
も
問
題
と
な
っ
た
。
し
っ

か
り
と
管
理
徹
底
す
べ
き
で

は
。

総
務
課
長　

設
置
当
時
の
経

過
を
知
ら
な
い
が
、
担
当
課

と
し
て
反
省
す
べ
き
点
で
あ

る
。

問　

次
の
問
題
点
と
し
て

は
、
変
圧
器
の
入
れ
替
え
工

事
（
更
新
）
費
用
で
、
キ
ュ

ー
ビ
ク
ル
が
屋
上
設
置
と
は

い
え
、
高
額
す
ぎ
る
点
だ
。

庁
舎
建
設
当
時
に
は
な
か
っ

た
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
（
金
属

箱
）
の
上
に
「
上
屋
」
が
建

設
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
よ

り
、
変
圧
器
入
れ
替
え
工
事

に
は
、
上
屋
の
屋
根
撤
去
及

び
鉄
骨
の
取
り
外
し
の
う

え
、
ク
レ
ー
ン
作
業
と
な
り

復
旧
工
事
も
必
要
。
こ
う
い

う
の
が
無
駄
で
は
な
い
か
。

経
費
削
減
を
。

町
長　

補
修
の
こ
と
も
考
え

た
設
計
に
し
な
く
て
は
い
け

な
い
。

一般会計補正予算第２号
全員賛成で可決全員賛成で可決
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問　
ビ
オ
ト
ー
プ
（
※
）
を

作
る
と
言
っ
て
い
た
が
、
作

る
の
か
。

子
育
て
課
長　

検
討
し
て
い

な
い
。

問　

こ
ど
も
園
に
は
、
周

り
に
商
店
が
あ
る
こ
と
が
大

事
と
言
っ
て
い
た
が
、
訂
正

さ
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
無
計

画
に
進
め
て
き
た
。

　

交
通
問
題
は
今
回
も
変
わ

っ
て
い
る
。
こ
ど
も
園
前
の

道
路
に
ポ
ス
ト
コ
ー
ン
で
道

野
村
生
八

幅
を
狭
め
る
と
い
う
資
料
が

初
め
て
あ
る
が
。

建
設
課
長　

ポ
ス
ト
コ
ー
ン

で
３
メ
ー
ト
ル
に
縮
め
て
は

と
警
察
に
提
案
さ
れ
て
い

る
。

問　

い
ま
だ
に
安
全
対
策

は
で
き
て
い
な
い
。
診
療
所

横
の
交
差
点
改
良
も
し
て
、

安
全
対
策
を
今
後
も
す
べ
き

だ
。

建
設
課
長　

今
後
も
安
全
確

保
を
考
え
て
い
く
。

変
わ
る
こ
ど
も
園
建
設
事
業

問　

大
江
山
運
動
公
園
の

ト
イ
レ
の
工
事
中
は
、
周
辺

施
設
の
利
用
制
限
な
ど
の
影

響
が
出
る
が
、
利
用
団
体
な

ど
へ
の
説
明
は
行
っ
た
の

か
。

社
教
課
長　

行
っ
て
い
な
い

が
、
詳
細
が
確
定
し
た
後
に

利
用
団
体
な
ど
へ
の
周
知
を

行
い
た
い
。

矢
野
一
樹

問　

年
度
内
の
工
期
と
な

る
と
、
利
用
者
側
か
ら
は
急

な
説
明
に
感
じ
る
の
で
は
。

活
動
へ
の
影
響
が
少
な
く
な

る
よ
う
配
慮
が
必
要
で
は
。

社
教
課
長　

可
能
な
範
囲
で

配
慮
し
た
い
。

施
設
利
用
者
へ
の
配
慮
を

問　

便
所
整
備
は
国
の

交
付
金
で
財
政
負
担
な
し

だ
が
、
便
所
新
築
工
事
に

「
７
４
３
０
万
円
」
の
詳
細

は
。

社
教
課
長　

一
般
的
な
ト
イ

レ
棟
だ
が
公
共
下
水
道
の
計

画
区
域
外
の
た
め
、
合
併
浄

化
槽
の
追
加
で
高
額
に
な

る
。

問　

交
付
金
が
京
都
府
を

通
じ
「
消
防
費
」
と
し
て
下

り
て
い
る
が
、
町
の
予
算
は

「
社
会
体
育
施
設
管
理
費
」

に
計
上
さ
れ
、
有
事
は
所
管

の
対
応
も
懸
念
さ
れ
る
。
府

へ
要
望
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ポ
ス
ト
の
設
置
も
な
い
が
。

総
務
課
長　

有
事
に
は
広
域

避
難
の
要
領
、
与
謝
野
町
の

地
域
防
災
計
画
に
基
づ
い
て

適
切
な
運
用
を
行
っ
て
い

く
。
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト

の
必
要
性
は
認
識
し
て
お

り
、
引
き
続
き
次
年
度
も
京

都
府
へ
設
置
の
要
望
を
行

う
。

避
難
場
所
整
備
が
目
的
で
は糸

井
雅
人解体するトイレ棟

大江山運動公園

こども園横の町道

問　

選
挙
で
は
、
こ
ど
も

園
見
直
し
の
期
待
で
投
票
し

た
人
も
多
い
。
見
直
し
た
結

果
、
財
政
負
担
が
さ
ら
に
増

え
る
こ
と
か
ら
、
計
画
通
り

永
島
洋
視

進
め
る
と
の
説
明
。
町
民
に

シ
ッ
カ
リ
し
た
説
明
を
。

町
長　

有
線
テ
レ
ビ
な
ど
で

も
シ
ッ
カ
リ
と
説
明
し
た

い
。

賛
成
多
数
で
可
決　
賛
成
11
・
反
対
４

問　

い
つ
か
ら
開
園
予
定

か
。

園
田
研
斗

新
園
舎
の
早
期
開
設
を
望
む

子
育
て
課
長　

年
度
途
中
で

も
新
園
舎
で
開
園
し
た
い
。

問　

石
川
地
区
で
進
め
ら

れ
て
い
る
野
田
川
認
定
こ
ど

も
園
に
つ
い
て
は
、
令
和
10

年
度
か
ら
の
運
営
を
開
始
す

る
と
聞
い
て
い
る
。
新
し
い

施
設
の
議
論
は
い
ろ
い
ろ
と

さ
れ
て
い
る
が
、
既
存
の
市

場
と
山
田
の
こ
ど
も
園
の
園

舎
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
。

家
城　

功

町
長　

有
効
的
な
活
用
が
で

き
る
よ
う
に
と
考
え
て
い

る
。

問　

今
か
ら
早
急
に
計
画

を
進
め
な
け
れ
ば
、
間
に
合

わ
な
い
こ
と
に
な
る
。

町
長　

ま
だ
検
討
の
段
階
で

あ
り
、
し
っ
か
り
と
計
画
を

立
て
る
よ
う
に
努
め
て
い

く
。

新設する野田川認定こども園完成予想図（子育て応援課提供）

問　

前
町
長
か
ら
の
引
き

継
ぎ
事
業
で
あ
る
認
定
こ
ど

も
園
建
設
に
つ
い
て
、
現
在

の
佐
賀
政
権
下
で
の
事
業
継

続
の
是
非
を
問
う
。
15
年
後

に
は
人
口
が
１
万
５
千
人
、

０
歳
児
が
40
人
に
減
少
す

る
と
の
予
測
が
あ
る
中
で
、

30
億
円
規
模
の
施
設
が
将
来

的
に
「
ガ
ラ
ガ
ラ
」
に
な
り
、

年
間
７
千
５
百
万
円
の
維
持

費
が
か
か
る
こ
と
へ
の
懸
念

が
あ
る
。
現
状
と
15
年
後
の

姿
を
明
確
に
し
、
町
長
自
身

の
決
断
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
求
め
る
。

町
長　

今
回
の
予
算
案
は
こ

れ
ま
で
の
計
画
を
そ
の
ま
ま

進
め
る
た
め
の
も
の
だ
。
当

初
、
建
設
費
高
騰
を
受
け
、

既
存
施
設
の
活
用
や
分
散
配

置
も
検
討
し
た
が
、
０
歳
児

江
原
英
樹

認
定
こ
ど
も
園
事
業
の
中
止
を

の
待
機
児
童
発
生
や
、
既
存

施
設
の
大
規
模
改
修
で
は
さ

ら
な
る
時
間
と
費
用
が
か
か

る
こ
と
が
判
明
。
さ
ら
に
計

画
中
止
は
３
億
６
千
万
円
の

一
括
返
済
を
伴
い
、
財
政
的

打
撃
が
大
き
い
。
令
和
10
年

度
ま
で
に
子
ど
も
達
を
受
け

入
れ
る
た
め
に
は
、
現
行
計

画
を
進
め
る
の
が
最
善
と
判

断
し
た
。
ま
た
、
過
疎
債
を

活
用
す
る
こ
と
で
実
質
的
な

財
政
負
担
を
抑
え
ら
れ
る
。

15
年
後
の
人
口
減
少
に
つ
い

て
は
認
識
し
て
い
る
が
、
そ

の
時
点
で
の
社
会
情
勢
に
合

わ
せ
て
施
設
の
有
効
活
用
を

検
討
し
て
い
く
方
針
で
あ

る
。
長
年
待
た
せ
て
き
た
保

護
者
へ
の
約
束
を
果
た
す
責

任
も
あ
る
。

こ
ど
も
園
、
町
長
苦
渋
の
決
断

既
存
の
園
舎
の
活
用
は

与
謝
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

与
謝
野
町
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
33
号
）
号
）（※）ビオトープ：様々な生き物が自然な形で

　　　　　　　　　共生している生息環境
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問　

今
回
の
組
織
再
編
で

は
、「
地
球
温
暖
化
対
策
室
」

が
な
く
な
り
、
農
林
環
境
課

内
の
環
境
係
に
統
合
さ
れ

る
。「
室
」
の
名
称
が
つ
い

た
部
署
の
中
で
は
唯
一
、一

般
住
民
が
参
加
し
て
「
よ

さ
の
百
年
の
暮
ら
し
委
員

会
（
み
ら
い
ふ
）」
が
組
織

さ
れ
て
、
活
発
に
活
動
し
て

き
た
。
小
学
生
や
高
校
生
、

大
学
生
と
も
一
緒
に
取
組
を

し
た
り
、
近
隣
の
市
町
の
取

組
と
の
連
携
も
あ
り
、
近
年

で
は
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る
で

の
「
み
ら
い
ふ
ま
つ
り
」
に

５
百
人
規
模
の
町
民
が
参
加

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
住
民
と
つ
な

が
っ
て
き
た
貴
重
な
活
動
が

縮
小
さ
れ
ず
に
し
っ
か
り
引

き
継
が
れ
る
の
か
。

農
環
課
長　

特
命
と
い
う
も

の
が
削
ら
れ
た
が
、
課
と
し

て
は
強
化
す
る
。
下
火
に
な

る
こ
と
は
な
い
。

問　

予
算
面
で
も
こ
れ
ま

石
野
洋
子

地
球
温
暖
化
対
策
室
の
今
後

で
の
よ
う
に
保
障
さ
れ
る
の

か
。

総
務
課
長　

特
定
の
部
署
が

行
う
特
別
な
施
策
で
な
く
、

日
常
の
環
境
行
政
の
中
に
脱

炭
素
の
視
点
を
も
ち
、
よ
り

広
が
り
と
安
定
性
を
も
た
せ

る
も
の
で
あ
る
。
予
算
面
で

も
後
退
す
る
こ
と
は
な
い
。

問　

町
全
体
で
今
後
一
層

地
球
温
暖
化
対
策
に
取
り
組

む
と
い
う
こ
と
で
の
町
長
の

考
え
は
。

町
長　

組
織
が
変
わ
っ
て
も

こ
れ
ま
で
の
取
組
や
環
境
に

対
す
る
町
の
姿
勢
は
変
わ
ら

な
い
。
先
日
も「
み
ら
い
ふ
」

の
打
ち
合
わ
せ
に
参
加
し
て

共
に
頑
張
ろ
う
と
話
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
施
策
の
転
換

は
考
え
て
い
な
い
。

みらいふまつり（農林環境課提供）

問　

厳
し
い
財
政
運
営
が

続
い
て
い
る
。
企
画
課
は
ア

ク
セ
ル
で
財
政
課
は
ブ
レ
ー

キ
だ
が
、
一
つ
の
課
に
な
っ

て
い
る
機
構
に
も
要
因
が
あ

る
。

町
長　

理
解
で
き
る
の
で
参

考
に
す
る
。

野
村
生
八

健
全
な
財
政
運
営
の
機
構
に

組
織
的
な
Ｄ
Ｘ
の
対
応
は

問　

役
場
の
業
務
を
定
め

る
条
例
か
ら
地
域
情
報
化
と

い
う
文
言
が
削
除
さ
れ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
業
務
な
の

か
。

総
務
課
長　

国
が
示
す
地
域

情
報
化
は
非
常
に
広
い
範
囲

矢
野
一
樹

の
業
務
だ
が
、
今
回
は
与
謝

野
町
有
線
テ
レ
ビ
の
イ
ン
フ

ラ
整
備
の
こ
と
で
あ
る
。

問　

こ
の
文
言
が
な
く
な

る
こ
と
で
複
数
の
部
署
に
関

わ
る
Ｄ
Ｘ
の
課
題
や
相
談
ご

と
へ
の
対
応
が
、
担
当
部
署

が
決
ま
ら
ず
宙
に
浮
い
た
状

態
に
な
ら
な
い
か
。

総
務
課
長　

今
後
は
担
当
課

だ
け
で
な
く
、
総
務
課
も
入

っ
て
対
応
し
て
い
き
た
い
。

健全な財政運営を

江原　英樹

町長公約と政策の矛盾を問う
　野田川認定こども園建設に反対する。
町長の財政再建・産業振興公約と、前町
政からの大型事業継続・加速化は矛盾。
少子化と子育て世帯流出が深刻な中、人
口減少社会に合わない 22 億円の施設建
設は不適切。町の財政状況は極めて厳し
く、実質公債費比率や将来負担比率が全
国平均を大幅に上回る現状で、根拠不明
な高額事業を進めるのは無責任。必要な
のは産業振興、子育て支援、人口減少対
策であり、建設ではなく計画の見直しを
強く求める。

反対討論

𫝆井　浩介
（よさのみらい２１）

健全な教育環境に待ったなし
　野田川地域の子どもたちが、健全な教育環境のもとで保育・教育
が受けられる環境整備は、いち早く作る必要がある。そして、今か
ら通われる子どもたち、保護者、そして今から生まれてくる未来の
子どもたちのためにも、地域一丸となって建設されることを願う。

賛成討論

野村　生八
（日本共産党与謝野町議員団）

認定こども園建設見直しできず
　町長は、財政再建のために、不要・不
急の事業を見直すといい、こども園建設
も再検討を行った。しかし、ここまで進
んでいる以上、見直しは困難と判断をさ
れた。非常に残念だ。
　前町政が進めてきたこども園建設は、
場所・規模・財政など賛成できなかった。
同じ内容であり、反対せざるを得ない。
　今後５年間は、大きな事業はできない
厳しい財政運営になる。それでも、住民
福祉の向上、暮らしとサービスを向上さ
せ、より良い与謝野町に向けての奮闘を
期待する。

反対討論

問　

防
災
対
策
強
化
と
あ

る
が
人
員
不
足
で
は
。

総
務
課
長　

今
後
調
整
す

る
。

問　

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
セ
ン
タ
ー

長
も
撮
影
に
行
く
の
か
。

総
務
課
長　

セ
ン
タ
ー
長
も

撮
影
に
行
く
こ
と
に
な
る
。

問　

第
３
次
地
球
温
暖
化

対
策
実
行
計
画
（
区
域
施
策

編
）
を
策
定
し
、
令
和
８
年

度
か
ら
事
業
を
推
進
し
て
い

く
は
ず
だ
が
、
新
た
な
体
制

で
も
問
題
な
い
か
。

園
田
研
斗

新
た
な
体
制
は
機
能
す
る
の
か

与
謝
野
町
組
織
条
例

与
謝
野
町
組
織
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

総
務
課
長　

し
っ
か
り
と
実

施
し
て
い
く
。

問　

相
対
的
に
管
理
職
の

割
合
が
増
え
、
一
般
職
員
の

事
務
量
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
。

総
務
課
長　

課
長
が
し
っ
か

り
と
考
え
采
配
し
て
い
く
。

問　

長
期
休
職
中
の
職
員

は
何
人
い
る
か
。

総
務
課
長　

令
和
８
年
４
月

１
日
時
点
で
４
人
。

新しい事務分掌表（組織表）

※よさの環境みらい２０２６
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一 般 質 問一 般 質 問

Ｑ 

町
民
と
の
対
話
の
進
め
方
は

Ａ 

わ
が
ま
ち
対
話
会
を
実
施

中江正直　議員

問　

合
併
20
周
年
の
節
目
に
町
長
お
よ
び

議
員
の
半
数
が
新
し
く
変
わ
り
、
町
民
は

変
化
を
期
待
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。
町
民

と
の
対
話
を
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
行
政

に
反
映
し
て
い
く
の
か
。

町
長　

私
自
身
対
話
の
重
要
性
を
訴
え
て

き
た
。
新
た
に
各
区
の
公
民
館
で
わ
が
ま

ち
対
話
会
を
実
施
し
、
幅
広
く
町
民
の
意

見
を
聴
き
、
担
当
課
と
共
有
し
て
、
必
要

な
手
立
て
を
取
っ
て
い
く
。

問　

過
去
よ
り
参
加
者
が
固
定
化
し
て
若

者
・
子
育
て
世
帯
・
移
住
者
な
ど
多
様
な

層
の
声
が
届
い
て
い
な
い
と
の
声
が
あ
り
、

参
加
で
き
な
い
人
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
参

加
も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

私
も
そ
の
よ
う
な
声
を
聴
い
て
い

る
。
今
回
の
意
見
も
踏
ま
え
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
町
民
と
の
対
話
が
で
き
る
よ
う

に
時
間
帯
な
ど
工
夫
し
て
進
め
て
い
く
。

与謝野駅周辺

防
犯
カ
メ
ラ
の
必
要
性

問　

社
会
的
に
防
犯
カ
メ
ラ
の
重
要
性
が

高
ま
り
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た
め

に
も
、
町
が
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
べ
き
と

思
う
が
。

町
長　
現
代
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
と
し
て
重

要
と
の
認
識
の
も
と
、
地
域
支
援
と
い
う
枠

組
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
町
自
ら
主
体
と
な
っ

て
進
め
て
い
く
と
い
う
新
た
な
方
針
を
決
定

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

なかえまさなお

問　

教
委
の
学
校
統
廃
合
方
針
は
、
住
民

意
見
を
聞
か
ず
決
定
。
教
育
長
は
意
見
を
聞

く
場
を
設
け
る
と
約
束
し
た
が
、ま
だ
な
い
。

住
民
意
見
を
聞
く
町
長
方
針
と
か
い
離
。　

町
長　
町
民
理
解
と
信
頼
が
大
切
。
教
委
方

針
の
み
で
進
め
る
と
な
れ
ば
、
考
え
方
は
大

き
く
か
い
離
す
る
。

問　

給
食
セ
ン
タ
ー
も
４
億
円
も
事
業
費

が
増
加
。
資
材
高
騰
な
ど
で
さ
ら
に
増
加
す

る
。
財
政
的
に
も
統
廃
合
は
見
直
し
が
必
要

で
は
。

教
育
長　

計
画
し
て
い
る
年
度
の
実
施
は
、

厳
し
い
状
況
。

問　

統
廃
合
方
針
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
を
育
む
た
め
に
、
一
定
規
模
の
生

徒
数
が
必
要
と
あ
る
。兵
庫
県
香
美
町
で
は
、

小
規
模
校
同
士
の
合
同
授
業
を
取
り
入
れ
、

小
規
模
校
の
良
さ
を
残
し
て
い
る
。
勝
山
子

ど
も
の
村
小
中
学
校
で
は
、
学
年
を
超
え
た

ク
ラ
ス
編
成
の
小
規
模
校
で
、
進
学
先
の
学

力
テ
ス
ト
で
は
、
１
４
０
人
中
平
均
23
番
と

い
う
結
果
で
、
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
人

材
を
多
数
輩
出
し
て
い
る
。
一
定
規
模
の
生

徒
数
が
必
要
と
い
う
根
拠
は
な
い
。　

教
育
長　
小
規
模
校
を
否
定
す
る
も
の
で
は

な
い
。

問　

小
規
模
校
の
良
さ
や
小
中
一
貫
校
の

事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
な
い
。
町
民
に
情

報
提
供
も
し
て
い
な
い
。　

教
育
長　

町
民
へ
の
資
料
提
供
は
考
え
る
。

　
ス
ー
パ
ー
誘
致
を
準
備
中

問　
加
悦
地
域
の
対
策
は
。

町
長　
窮
状
は
十
分
理
解
し
て
い
る
。
課
題

解
決
に
動
こ
う
と
し
て
い
る
。

問　

町
道
山
手
線
の
男
山
区
で
樹
木
の
伸

び
た
部
分
が
道
路
側
へ
せ
り
出
し
、
大
型
車

は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
越
え
て
走
行
し
て
い

る
。
樹
木
は
私
有
地
に
あ
り
、
町
と
し
て
は

倒
木
な
ど
が
な
い
限
り
対
応
し
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
危
険
性
の
認
識
と
対
策
は
。

町
長　
大
型
車
両
の
通
行
に
支
障
が
あ
る
状

況
は
、
交
通
安
全
上
重
大
な
問
題
で
あ
り
、

危
険
と
判
断
さ
れ
る
部
分
は
適
時
適
切
に
伐

採
を
行
っ
て
い
る
が
、
私
有
地
の
樹
木
に
つ

い
て
は
、
所
有
者
に
適
切
に
管
理
を
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
基
本
に
な
る
。

問　

町
民
か
ら
の
指
摘
に
は
建
設
課
と
し

て
も
常
に
そ
う
い
う
答
え
な
の
か
。

建
設
課
長　
所
有
者
の
方
に
伐
採
し
て
も
ら

う
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
所
有
者
に
伐
採
を

お
願
い
す
る
状
況
で
あ
る
。

注
意
喚
起
が
全
く
な
い
！

問　

他
市
町
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

で
、
法
に
則
っ
た
伐
採
の
呼
び
か
け
と
、
所

有
者
の
責
任
を
通
告
し
て
い
る
が
、
当
町
に

お
い
て
は
全
く
な
い
。
事
故
が
起
き
れ
ば
所

有
者
と
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
町
長
の
管
理

責
任
も
問
わ
れ
る
こ
と
も
起
こ
り
え
る
が
。

町
長　
法
令
遵
守
は
自
治
体
と
し
て
徹
底
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
町
民
が
安
全
に
暮

ら
し
て
い
く
た
め
に
、
今
後
は
し
っ
か
り
と

啓
発
し
実
行
し
て
い
く
。

永島洋視　議員
ながしまひろみ

糸井雅人　議員
いといまさと

山田小学校

樹木がせり出した道路

～ それは、私たちの声を～ それは、私たちの声を
　　　　　　「町政」に届けるプロセス ～　　　　　　「町政」に届けるプロセス ～

Ｑ 

学
校
統
廃
合
方
針
は
町
長
姿
勢
と
異
な
る

Ａ 

教
委
方
針
の
み
で
進
め
る
こ
と
は
考
え
方
が
か
い
離

Ｑ 

越
境
樹
木
に
よ
る
交
通
障
害
へ
の
対
応
は

Ａ 

町
民
の
安
心
安
全
の
た
め
の
啓
発
と
対
策
を
実
行
す
る

「一般質問」とは、議員が町政のさまざまな課題について、町長などの「一般質問」とは、議員が町政のさまざまな課題について、町長などの
責任者に公の場で質問を行うことです。責任者に公の場で質問を行うことです。

議員は、住民の皆さんから寄せられた意見や要望、あるいは自ら調査議員は、住民の皆さんから寄せられた意見や要望、あるいは自ら調査
した町の課題について、「なぜそうするのか」「もっとこうした方がいいした町の課題について、「なぜそうするのか」「もっとこうした方がいい
のではないか」と直接問うことができます。のではないか」と直接問うことができます。

行政のチェック役としての役割を果たすとともに、議論を通じて町の行政のチェック役としての役割を果たすとともに、議論を通じて町の
将来像を具体化させるのが、この一般質問の大きな目的です。私たちの将来像を具体化させるのが、この一般質問の大きな目的です。私たちの
暮らしがより良くなるための重要な一歩が、ここから始まっています。暮らしがより良くなるための重要な一歩が、ここから始まっています。



2021 ※ 原稿はすべて本人が提出しています。※ 原稿はすべて本人が提出しています。

石野洋子　議員
いしのようこ

問　

４
月
か
ら
の
国
の
小
学
校
給
食
の
無

償
化
で
、
町
の
負
担
軽
減
額
は
。

教
育
長　
５
月
の
試
算
で
は
９
５
０
万
円
軽

減
と
な
る
。

問　

令
和
６
年
３
月
議
会
で
「
一
部
補
助

制
度
も
含
め
て
検
討
」
と
の
決
議
が
採
択
さ

れ
て
い
る
。
軽
減
額
も
合
わ
せ
て
早
急
に
中

学
校
の
無
償
化
を
検
討
で
き
な
い
か
。

町
長　
町
独
自
で
は
財
政
状
況
、
子
育
て
支

援
の
優
先
順
位
の
課
題
を
解
決
し
た
上
で
方

向
性
を
見
出
し
た
い
。

児
童
公
園
の
管
理
は

問　

公
園
の
管
理
が
３
つ
の
課
や
各
区
に

任
さ
れ
、
方
法
も
ば
ら
ば
ら
で
あ
る
。
特
に

大
江
山
運
動
公
園
の
遊
具
の
傷
み
は
ひ
ど

い
。
町
全
体
と
し
て
一
体
で
管
理
で
き
な
い

か
。

町
長　
町
全
体
と
し
て
一
体
的
に
管
理
す
る

仕
組
み
を
検
討
す
る
。

問　

放
置
さ
れ
て
い
る
危
険
遊
具
に
つ
い

て
の
表
示
は
？

教
育
長　
早
急
に
表
示
す
る
。

資
源
ご
み
回
収
補
助
金
は

問　

多
く
の
団
体
に
定
着
し
て
き
た
取
り

組
み
で
あ
る
。
特
に
夢
織
り
の
郷
で
は
、
利

用
者
の
大
切
な
仕
事
で
も
あ
り
、
町
内
の
ご

み
減
量
化
に
貢
献
し
て
き
て
い
る
。
１
キ
ロ

２
円
の
単
価
に
対
し
て
利
益
を
得
て
い
る
と

い
う
理
由
づ
け
は
理
不
尽
で
あ
る
。「
終
了
」

の
撤
回
、
復
活
は
。

町
長　
担
当
課
に
、
さ
ら
に
取
り
組
み
が
広

が
る
新
た
な
事
業
の
検
討
を
、
遅
く
と
も
来

年
度
予
算
化
で
き
る
よ
う
に
指
示
し
て
い

る
。
ま
た
福
祉
施
設
に
つ
い
て
は
、
福
祉
施

策
と
し
て
は
対
応
が
で
き
る
よ
う
に
検
討
す

る
。

問　

３
庁
舎
で
の
総
合
窓
口
は
、
い
つ
設

置
す
る
の
か
。

町
長　

今
年
度
中
に
「
窓
口
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
来
年
度
実
施
を
考
え
て
い
る
。

問　

さ
ら
に
、
地
域
協
議
会
を
設
置
し
、

各
地
域
に
総
合
窓
口
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

町
長　
Ｄ
Ｘ
で
、
で
き
る
可
能
性
は
あ
る
と

思
う
。

問　

住
民
参
加
、
住
民
と
の
協
働
、
住
民

自
治
の
考
え
は
。

町
長　
町
の
主
体
は
、
個
人
、
家
族
、
事
業

者
、
団
体
で
あ
り
、
行
政
は
仕
組
み
づ
く
り

を
手
伝
っ
て
い
く
。

問　
「
自
治
基
本
条
例
」
の
設
置
に
つ
い
て

の
考
え
は
。

町
長　
町
の
自
治
の
基
本
や
、町
民
、議
会
、

行
政
の
役
割
な
ど
を
定
め
る
重
要
な
条
例
。

　
こ
れ
ま
で
、
こ
れ
な
し
で
よ
く
や
っ
て
き

た
な
と
感
心
す
る
。「
自
治
基
本
条
例
」
は

必
要
だ
と
思
っ
て
お
り
、
新
た
な
機
構
改
革

で
、
担
当
す
る
組
織
を
設
け
る
。

問　
「
住
民
自
治
協
議
会
」
の
設
置
に
つ
い

て
の
考
え
は
。

町
長　
伊
賀
市
で
は
、
自
治
基
本
条
例
に
住

民
自
治
の
仕
組
み
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
お

お
む
ね
小
学
校
単
位
で
住
民
自
治
協
議
会
が

設
置
さ
れ
、
地
域
に
住
む
人
や
活
動
団
体
、

事
業
者
な
ど
が
参
加
し
、
地
域
ま
ち
づ
く
り

計
画
に
基
づ
い
て
活
動
さ
れ
て
お
り
、
重
要

な
視
点
で
あ
る
。

　
本
町
で
は
、
地
域
円
卓
会
議
（
仮
称
）
を

設
置
し
、
こ
の
中
で
住
民
自
治
協
議
会
の
よ

う
な
組
織
の
在
り
方
、
行
政
と
地
域
の
役
割

分
担
を
明
確
に
し
て
い
く
。

野村生八　議員
のむらしょうはち

大江山運動公園の危険な遊具

三河内公民館

問　

新
町
長
の
想
い
や
考
え
を
ど
の
よ
う

な
形
で
追
加
し
反
映
し
て
い
く
か
。

町
長　
就
任
後
す
ぐ
総
合
計
画
審
議
会
の
会

長
な
ど
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま
で

の
議
論
の
経
過
を
尊
重
す
る
の
が
基
本
的
な

姿
勢
。
特
に
財
政
健
全
化
や
公
共
施
設
の
統

廃
合
・
集
約
化
、
公
共
交
通
と
住
民
対
話
に

つ
い
て
考
え
を
伝
え
た
。
基
本
構
想
の
中
間

答
申
で
は
自
身
の
想
い
や
考
え
も
反
映
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
町
民
憲
章
を
大
切
に
受
け

継
い
で
い
た
だ
い
た
こ
と
を
特
に
評
価
し
て

お
り
、
こ
れ
を
機
に
住
民
の
皆
さ
ま
に
も
改

め
て
注
目
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

問　

５
つ
の
方
針
（
政
策
）
を
掲
げ
て
い

る
が
、
各
分
野
に
お
い
て
特
に
重
視
し
た
い

取
り
組
み
（
施
策
）
は
。

町
長　
各
課
と
議
論
中
。
整
理
し
て
改
め
て

示
し
た
い
。

問　

今
後
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
は
必
須
だ
が
、
第
３
次
総
合
計
画

に
盛
り
込
む
予
定
は
。

企
財
課
長　
各
分
野
に
お
い
て
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
を
推

進
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
、
庁
舎

内
を
横
断
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
議
論
を
始
め
る
。

問　
住
民
へ
の
意
識
づ
け
は
。

町
長　
各
種
広
報
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

な
ど
を
通
じ
て
周
知
し
て
い
く
。

問　
職
員
へ
の
意
識
づ
け
は
。

企
財
課
長　
各
課
で
周
知
し
て
い
る
。
職
員

研
修
な
ど
を
通
じ
て
し
っ
か
り
と
伝
え
て
い

く
。

問　

阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
の
地
域
経
済
へ
の

位
置
づ
け
は
。

町
長　
地
域
経
済
発
展
の
極
め
て
重
要
な
要

素
。
海
の
京
都
の
玄
関
口
と
し
て
野
田
川
・

加
悦
エ
リ
ア
へ
送
客
す
る
拠
点
と
位
置
づ
け

て
い
る
。

問　
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク(

以
下
、
阿

蘇
シ
ー)

周
辺
に
汽
船
場
建
設
は
。

町
長　
遊
覧
観
光
・
屋
形
船
な
ど
活
用
を
前

向
き
に
産
業
振
興
会
議
で
検
討
中
。

問　

阿
蘇
シ
ー
の
ハ
ー
ド
面
で
道
の
駅
・

足
湯
・
ド
ッ
グ
ラ
ン
の
整
備
は
。

町
長　

同
じ
く
産
業
振
興
会
議
で
議
論
中
。

今
秋
に
提
言
書
が
出
る
予
定
。

　
ハ
ー
ド
整
備
に
加
え
、
利
用
手
続
き
の
簡

素
化
・
わ
か
り
や
す
い
料
金
設
定
な
ど
ソ
フ

ト
面
も
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
整
備
す
る
。

産
観
課
長　
維
持
管
理
コ
ス
ト
と
採
算
性
を

重
視
し
、
も
う
か
る
仕
組
み
が
必
要
。
民
間

連
携
・
外
部
財
源
の
活
用
を
視
野
に
段
階
的

に
研
究
。

問　

阿
蘇
シ
ー
の
名
称
は
残
し
、
企
業
名

を
追
加
す
る
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て

は
。

町
長　
検
討
に
値
す
る
。

問　

阿
蘇
シ
ー
に
お
い
て
催
事
や
イ
ベ
ン

ト
の
拡
充
お
よ
び
事
業
者
へ
の
場
所
提
供

は
。

町
長　

出
店
規
制
の
緩
和
・
ル
ー
ル
整
備
、

戦
略
的
な
情
報
発
信
に
注
力
す
る
。

奥野光敏　議員
おくのみつとし

園田研斗　議員
そのだけんと

総合計画中間答申（企画財政課提供）

阿蘇シーサイドパーク

Ａ 
国
の
動
向
を
注
視
し
本
町
の
支
援
の
在
り
方
を
検
討

Ａ 

自
治
基
本
条
例
の
制
定
は
不
可
欠

Ｑ 

第
３
次
総
合
計
画
に
か
け
る
町
長
の
想
い

Ａ 

住
民
を
第
一
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
い
く

Ｑ 

阿
蘇
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活
性
化
に
つ
い
て

Ｑ 

町
自
治
体
条
例
で
地
域
に
総
合
窓
口
を

Ｑ 
町
中
学
校
も
給
食
費
無
償
化
を

Ａ 

核
と
な
る
阿
蘇
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
活
性
化
は
重
要
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問　

夏
季
の
下
校
時
の
み
、
通
学
距
離
が

お
お
む
ね
２
㎞
を
超
え
る
児
童
を
対
象
に
バ

ス
の
運
行
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
下
校
時

の
み
の
対
応
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
。

町
長　
児
童
の
安
全
を
守
る
こ
と
は
絶
対
で

あ
り
、
通
学
時
に
お
い
て
も
多
く
の
リ
ス
ク

に
対
応
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
児
童

の
通
学
環
境
は
、
一
律
で
は
な
い
多
く
の
要

因
が
存
在
し
、
状
況
の
異
な
る
児
童
に
対
し

て
適
切
な
対
応
を
し
て
い
る
現
場
の
判
断
を

重
視
す
る
が
、
わ
が
ま
ち
座
談
会
な
ど
を
通

し
て
地
元
の
声
を
拝
聴
し
、
対
応
の
是
非
に

つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問　

文
科
省
は
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
に

基
準
を
設
け
補
助
が
あ
る
が
、
こ
の
事
業
は

ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
は
な
く
熱
中
症
対
策
で
あ

り
、
町
の
決
断
で
登
校
時
も
運
行
す
る
こ
と

も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
住
民
本
位
で
考
え
る
べ
き
と
考
え
る

が
、
現
状
と
制
度
設
計
を
見
て
み
な
い
と
何

と
も
言
え
な
い
。

問　

夏
季
の
バ
ス
下
校
の
取
り
組
み
が
ゴ

ー
ル
で
は
な
く
、
今
後
も
児
童
・
保
護
者
が

安
心
し
て
学
べ
る
よ
り
良
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
の
議
論
・
検
討
が
必
要
。

町
長　
子
ど
も
達
の
登
下
校
が
不
便
に
な
っ

て
い
る
の
も
現
実
、
公
共
交
通
も
含
め
バ
ス

運
送
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
大
き
な
課
題
の
ひ
と
つ
。

問　

与
謝
野
町
行
政
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
に
つ

い
て
新
町
長
と
し
て
の
考
え
は
。

町
長　
計
画
の
目
的
で
あ
る
「
町
民
の
利
便

性
向
上
」
と
「
庁
内
業
務
の
効
率
化
」
は
極

め
て
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。
一
方
で
専
門

人
材
の
不
足
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

問　

現
在
、
資
格
な
ど
を
持
つ
専
門
的
な

デ
ジ
タ
ル
人
材
が
役
場
内
に
は
い
な
い
と
の

こ
と
だ
が
そ
の
対
策
は
。

町
長　
職
員
の
資
格
取
得
や
採
用
に
も
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。
外
部
専
門
人
材
の
活
用

に
つ
い
て
も
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て

い
く
。

問　

町
の
手
続
き
や
講
座
の
申
し
込
み
な

ど
で
オ
ン
ラ
イ
ン
対
応
に
差
が
生
じ
て
い

る
。

町
長　
現
在
の
対
応
は
各
課
判
断
の
た
め
に

差
が
生
じ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
今
後
、
職
員

へ
の
定
期
的
な
シ
ス
テ
ム
研
修
な
ど
に
よ
り

対
策
す
る
。

シ
ス
テ
ム
経
費
の
増
大

問　

本
町
で
は
昨
年
度
に
住
民
基
本
台
帳

や
税
、
福
祉
な
ど
の
業
務
シ
ス
テ
ム
を
国
の

定
め
る
標
準
シ
ス
テ
ム
に
移
行
し
た
が
、
経

費
の
変
化
は
。

町
長　

月
額
で
は
４
７
６
万
円
増
加
し
、

２
６
０
％
増
と
な
っ
て
い
る
。

問　

年
間
で
５
千
７
百
万
円
以
上
の
増
加

と
な
る
。
シ
ス
テ
ム
標
準
化
は
国
の
施
策
で

あ
る
た
め
、
経
費
の
増
加
分
は
国
に
財
政
支

援
を
強
く
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

町
長　
今
後
、
関
係
各
所
と
協
力
を
し
な
が

ら
国
な
ど
に
財
政
支
援
を
求
め
て
い
く
。

矢野一樹　議員
やのかずき

山﨑政史　議員
やまざきまさふみ

登校風景

標準システムを扱っている窓口

問　

合
併
か
ら
20
年
が
経
過
し
、
人
口
が

２
万
５
千
人
か
ら
５
千
人
あ
ま
り
減
っ
た
。

他
の
市
町
と
同
様
と
言
え
ど
も
、
町
民
の
皆

様
が
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り
が
行
政
の
責

任
と
思
う
。
高
齢
の
方
、障
が
い
の
方
な
ど
、

毎
日
の
食
材
の
買
い
物
、
医
療
機
関
へ
の
通

院
な
ど
、
移
動
の
確
保
が
大
変
で
あ
る
。
そ

の
中
で
も
岩
屋
、
加
悦
奥
、
奥
滝
、
与
謝
、

温
江
、
香
河
、
石
川
川
上
地
域
は
、
近
隣
の

食
品
ス
ー
パ
ー
、
金
融
機
関
な
ど
が
閉
鎖
さ

れ
町
民
の
皆
様
の
毎
日
の
移
動
が
大
変
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
暮
ら
し
や
す
い
町
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

町
長　
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
地
域
公
共

交
通
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
若
者
、

現
役
、
高
齢
者
世
代
が
暮
ら
し
や
す
い
与
謝

野
町
を
目
指
し
て
い
く
。
香
河
の
人
が
石
川

の
診
療
所
に
行
く
の
に
、
乗
り
換
え
な
け
れ

ば
行
け
な
い
な
ど
聞
い
て
い
る
。

問　

以
前
に
も
述
べ
た
が
、
隣
の
豊
岡
市

の
取
り
組
み
は
、
国
、
県
、
市
と
地
元
の
バ

ス
会
社
、
地
元
の
地
域
の
団
体
な
ど
と
連
携

を
取
り
、
住
民
の
移
動
の
確
保
が
で
き
て
い

る
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
こ
の
町
で
」

「
歳
を
重
ね
て
こ
の
町
で
」

町
長　
豊
岡
市
は
わ
が
町
の
５
倍
の
面
積
の

市
で
、
隣
の
町
で
称
賛
さ
れ
て
バ
ス
利
用
が

さ
れ
て
い
る
な
ら
学
び
、
住
民
が
暮
ら
し
や

す
い
環
境
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

問　

町
民
の
声
を
生
か
す
対
話
の
町
政
と

あ
る
が
、
町
民
の
声
を
ど
う
聴
く
の
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
の
町
政
懇
談
会
を
改
め
、

24
区
を
対
象
に
座
談
会
を
開
催
す
る
。ま
た
、

団
体
・
子
ど
も
た
ち
と
も
対
話
を
行
う
。

問　

将
来
世
代
に
つ
け
を
回
さ
な
い
責
任
あ

る
財
政
と
あ
る
が
、
財
政
運
営
は
。

町
長　

ま
ず
課
題
を
認
識
す
る
。
自
主
財
源

の
確
保
が
目
標
。
税
収
増
や
ふ
る
さ
と
納
税

で
歳
入
額
を
増
や
し
た
い
。
歳
出
で
は
役
場

業
務
の
効
率
化
を
図
り
、
事
務
的
経
費
や
人

件
費
の
削
減
に
努
め
る
。

問　

仕
事
と
収
入
を
生
む
ま
ち
づ
く
り
と

は
ど
ん
な
施
策
か
。

町
長　

本
町
の
強
み
を
生
か
し
た
稼
げ
る
特

産
品
の
開
発
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
連
携
を

強
化
。
ま
た
、
町
外
か
ら
の
資
金
と
活
力
を

呼
び
込
む
。

問　

事
務
事
業
評
価
は
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク

ル
が
重
要
。
ま
だ
詰
め
が
甘
い
と
感
じ
る
。

町
長　

期
限
を
決
め
て
事
業
計
画
を
見
直
す

こ
と
が
重
要
。

問　
公
共
施
設
統
廃
合
の
考
え
は
。

町
長　

統
廃
合
よ
り
も
施
設
を
活
か
す
こ
と

を
考
え
た
い
。

問　

観
光
に
つ
い
て
、
町
に
呼
び
込
む
仕

組
み
が
必
要
。

町
長　

力
を
絞
り
込
み
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
を
作
り
た
い
。

𫝆井浩介　議員

安達種雄　議員
あだちたねお

わがまち座談会（7 月 13 日浜町区の様子）

乗合交通で使用する車両

Ｑ 
町
バ
ス
下
校
が
ゴ
ー
ル
で
は
な
い

Ａ 
バ
ス
運
送
も
視
野
に
入
れ
検
討

Ｑ 

与
謝
野
町
の
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
の
現
状
は

Ａ 

複
数
の
課
題
は
あ
る
が
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る

Ｑ 

本
年
度
は
町
政
の
土
台
作
り
が
重
要

Ａ 

日
頃
か
ら
職
員
と
対
話
し
町
政
に
反
映
さ
せ
る

Ｑ 

町
内
公
共
交
通
の
更
な
る
充
実
を

Ａ 

住
民
が
暮
ら
し
や
す
い
環
境
を
つ
く
る

いまいこうすけ
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問　

与
謝
野
町
の
人
口
は
減
り
続
け
、
さ

ら
に
児
童
数
が
全
国
平
均
よ
り
も
減
っ
て
い

る
こ
と
は
認
識
し
て
い
る
か
。

町
長　

児
童
数
の
減
少
は
、
地
域
経
済
、
地

域
活
動
な
ど
、
町
の
将
来
に
大
き
く
関
わ
る

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

問　

現
在
中
学
１
年
生
生
徒
数
１
７
２
名

を
ピ
ー
ク
に
令
和
７
年
度
出
生
数
は
67
名
と

激
減
し
て
い
る
。
ス
ピ
ー
ド
感
あ
る
児
童
数

を
増
や
す
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

町
長　

流
出
人
口
に
歯
止
め
が
か
か
っ
て
い

な
い
。
経
済
政
策
、
財
政
健
全
化
に
取
り
組

み
、「
子
育
て
を
す
る
な
ら
与
謝
野
町
」
を

基
本
姿
勢
と
し
て
若
者
回
復
率
向
上
を
図
る

施
策
を
検
討
し
て
い
く
。

子
育
て
施
策
は
後
回
し
か

問　

財
政
健
全
化
の
中
、
町
長
は
子
育
て

施
策
へ
の
支
出
は
不
要
不
急
と
の
考
え
か
。

町
長　

子
ど
も
た
ち
を
与
謝
野
町
で
育
て
て

い
た
だ
く
た
め
の
費
用
と
い
う
の
は
、
必
要

な
経
費
だ
と
思
っ
て
い
る
。

椋平直康　議員
むくひらなおやす

問　

今
の
物
価
高
騰
は
、
特
に
食
料
品
値

上
げ
で
家
計
へ
の
影
響
が
大
き
い
。
家
計
調

査
で
は
、
エ
ン
ゲ
ル
係
数
が
歴
史
的
な
高
水

準
で
娯
楽
や
被
服
費
を
削
り
「
食
」
を
維
持

す
る
余
裕
が
な
い
実
態
。事
業
者
も
原
材
料・

資
材
価
格
上
昇
で
厳
し
い
経
営
環
境
だ
。

　
町
民
・
町
内
事
業
者
を
守
る
た
め
に
抜
本

的
な
対
策
が
必
要
。

町
長　
ゆ
と
り
が
な
く
な
っ
た
方
が
50
％
と

い
う
結
果
も
あ
り
、事
業
者
の
経
営
も
圧
迫
。

問　
「
く
ら
し
応
援
商
品
券
」
は
既
に
55
％

利
用
率
で
あ
る
。こ
れ
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

町
長　
町
民
が
待
ち
望
ん
で
お
ら
れ
、
生
活

が
厳
し
い
こ
と
の
「
指
数
」
で
も
あ
る
。

若
者
が
帰
り
た
く
な
る
ま
ち

問　

当
町
で
も
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

問
題
は
喫
緊
の
重
要
課
題
だ
。高
齢
化
と
は
、

少
子
化
で
引
き
お
こ
る
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
。
子
育
て
支
援
は
高
齢
者
を
守
る
こ

と
に
も
繋
が
る
。
若
者
が
帰
り
た
い
ま
ち
に

す
べ
き
だ
。

町
長　
子
育
て
支
援・教
育
、
福
祉
の
充
実
、

産
業
活
性
化
に
全
庁
あ
げ
て
取
り
組
む
。

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
が
遅
い

問　

議
会
で
も
以
前
か
ら
多
く
の
議
員
が

設
置
を
訴
え
、私
も
何
回
も
質
問
し
て
き
た
。

今
議
会
の
一
般
質
問
は
３
人
の
議
員
が
取
り

上
げ
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
、
犯
罪
未
然

防
止
、
事
件
の
早
期
解
決
、
子
ど
も
・
高
齢

者
の
見
守
り
な
ど
、
命
を
守
る
た
め
に
重
要

だ
。
計
画
的
な
整
備
計
画
が
必
要
。

町
長　
計
画
的
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

和田裕之　議員
わだひろゆき

くらし応援商品券

家城功　議員
いえきいさお

問　

町
長
が
考
え
る
健
全
な
財
政
と
は
。

ま
た
そ
の
た
め
に
何
を
す
る
の
か
。

町
長　
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
健
全
な
状
態
に
す

る
こ
と
が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は
歳
入
と
歳

出
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
。

問　

健
全
な
財
政
に
収
支
バ
ラ
ン
ス
は
重

要
で
あ
る
が
、ま
ず
意
識
改
革
が
必
要
で
は
。

町
長　
町
民
の
大
切
な
お
金
だ
と
い
う
意
識

が
必
要
。

問　

次
に
活
か
す
検
証
の
あ
り
方
が
欠
け

て
い
る
の
で
は
。

町
長　
し
っ
か
り
と
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の

改
善
を
図
り
強
化
す
る
こ
と
が
必
要
。

問　

取
り
組
む
事
業
一
つ
一
つ
に
意
味
と

意
義
が
あ
る
。
そ
れ
が
み
え
る
形
に
す
る
こ

と
が
必
要
で
は
。

町
長　
し
っ
か
り
と
心
得
る
。

問　

財
政
健
全
化
に
お
い
て
歳
出
の
抑
制

は
重
要
。
課
題
の
一
つ
に
公
共
施
設
の
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
が
あ
る
。
施
設
ご
と
の
カ
ル
テ
を

作
成
し
有
効
的
な
管
理
運
営
を
。

町
長　
公
共
施
設
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
は
評

価
で
き
る
材
料
が
必
要
。
検
討
す
る
。

問　

将
来
負
担
の
軽
減
に
基
金
の
積
み
上

げ
も
必
要
で
は
。

町
長　
必
要
で
あ
り
努
め
る
。

町
民
の
安
心
安
全

問　

安
全
見
守
り
カ
メ
ラ
の
設
置
と
管
理

は
町
行
政
が
責
任
を
も
っ
て
取
り
組
む
べ

き
。

町
長　
実
施
に
向
け
官
民
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
、
必
要
性
も
含
め
協
議
を
進
め
る
。

問　

収
益
に
も
つ
な
が
る
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

配
信
の
検
討
を
。

町
長　
課
題
も
あ
る
が
実
施
に
向
け
て
協
議

を
重
ね
る
。

PDCA サイクルの改善

Ｑ 
児
童
数
を
増
や
す
具
体
的
施
策
を
伺
う

Ｑ 

物
価
高
騰
か
ら
町
民・事
業
者
を
守
れ

Ａ 

町
民
生
活
も
ゆ
と
り
が
な
く
事
業
者
の
経
営
も
圧
迫

Ｑ 

健
全
な
財
政
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
は

Ａ 

歳
入
歳
出
の
見
直
し
を
図
る
こ
と

Ａ 
与
謝
野
町
ら
し
い
施
策
充
実
を
図
る

議員名
　

　議　案
反
対：

賛
成

江
原
　
英
樹

安
達
　
種
雄

野
村
　
生
八

石
野
　
洋
子

椋
平
　
直
康

中
江
　
正
直

今
井
　
浩
介

糸
井
　
雅
人

山
﨑
　
政
史

永
島
　
洋
視

矢
野
　
一
樹

園
田
　
研
斗

家
城
　
　
功

奥
野
　
光
敏

和
田
　
裕
之

宮
﨑
　
有
平

専決処分の承認を求めることについて
（与謝野町国民健康保険税条例の一部改正について） 12：3　 ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ―

議員名
　

　議　案
反
対：

賛
成

江
原
　
英
樹

安
達
　
種
雄

野
村
　
生
八

石
野
　
洋
子

椋
平
　
直
康

中
江
　
正
直

今
井
　
浩
介

糸
井
　
雅
人

山
﨑
　
政
史

永
島
　
洋
視

矢
野
　
一
樹

園
田
　
研
斗

家
城
　
　
功

奥
野
　
光
敏

和
田
　
裕
之

宮
﨑
　
有
平

令和８年度与謝野町一般会計補正予算（第３号） 11：4　 × ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ―

与謝野町議会改革特別委員会の設置に関する決議（案） 6：9 × ○ × × ○ × ○ ○ ○ × × × ○ × × ―

○印は賛成	 ×印は反対	

（議長は賛否同数の時のみ態度を表明し、 議案の賛否を決定します）
賛否の分かれた議案のみ掲載

５月臨時議会　賛否一覧

６月議会　賛否一覧



　クアハウスは、本年４月より新たに指
定管理制度により株式会社エヌ・エス・
アイ様が運営されることになりました。
　今までの温浴、プール、トレーニング
を備えた健康増進施設を生かして、さら
にグレードアップした取り組みについ
て、小嶋慶支配人に取材しました。
　新たに水泳事業を全面に打ち出し、地
域の健康増進や町民同士のコミュニケー
ションが増えることで町の活性化のお手
伝いが少しでもできたらと考えます。今
後においては、小学校のプール授業・教
室に加えて、高齢者の健康運動教室など
を図ってまいります。また、地域の皆さ
まのとのふれあいの場として各種イベン
トも開催していきますので、よろしくお
願いします。
　

　議会だよりの表紙を飾る力強く素敵な題
字を書いてくれた、宮津天橋高校加悦谷学
舎の林杏奈さんを取材しました。
　筆で書く字が好きだと言ってくれたお母
さんの影響で、小学３年生から習字を始め
初段（初等師範）の腕前を持ちます。「自
分らしさ」を表現できることが書道の魅力
と語る林さんの目はとても充実して輝いて
いました。
　議会だよりの題字を依頼した際は、「自
分の好きな古典で書ける」と前向きに取り
組んでくれたようです。地域貢献できるよ
うなことがしたいと地元企業での就職を目
指している林さん。未来ある若者の今後の
さらなるご活躍を願っています。取材にご
協力いただき、また題字を書いていただき
ありがとうございました。

【経歴】
　３年生　林　杏奈 さん
　宮津市府中生まれ
　・第49回全国高等学校総合文化祭（かがわ総文
　　祭2025）　京都府代表
　・第46回近畿高等学校総合文化祭兵庫大会　　
　　京都府代表
　

あんな
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